
鶴
岡
市
議
会
臨
時
会
が

４
月

日
開
か
れ
、
市
税

27

条
例
及
び
国
保
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
一
部
改
正

は
国
の
地
方
税
法
改
正
に

伴
い
、
固
定
資
産
税
等
の

課
税
標
準
の
特
例
の
改
正

に
よ
る
都
市
計
画
税
に
関

す
る
条
項
の
条
ズ
レ
の
訂

正
で
す
。

軽
減
拡
充
の
一
方
で
限

度
額
引
き
上
げ
、
１
千

万
円
超
の
増
税

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
は
、
国
保
税

の
賦
課
限
度
額
を
基
礎
課

税
分
２
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
２
万
円
の
合

計
４
万
円
引
き
上
げ
て
89

万
円
に
改
正
す
る
と
と
も

に
、
国
保
税
の
５
割
軽
減

と
２
割
軽
減
の
所
得
基
準

を
引
き
上
げ
て
軽
減
を
拡

大
す
る
も
の
で
す
。

健
康
福
祉
部
長
は
「
限

度
額
引
き
上
げ
に
よ
る
税

収
増
は
１
３
７
５
万
円
、

一
方
軽
減
世
帯
の
拡
充
で

２
６
９
万
円
の
税
収
減
が

見
込
ま
れ
、
差
し
引
き
１

１
０
６
万
円
の
増
額
と
な

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
３
年
連
続
の
引
き
上

げ
は
耐
え
が
た
い
」

共
産
党
だ
け
が
反
対

日
本
共
産
党
市
議
団
を

代
表
し
て
加
藤
鉱
一
議
員

が
反
対
討
論
に
立
ち
、「
均

等
割
５
割
、
２
割
軽
減
の

判
定
基
準
改
正
は
、
消
費

者
物
価
の
伸
び
を
踏
ま
え

軽
減
対
象
か
ら
外
れ
な
い

よ
う
に
す
る
措
置
で
当
然

の
こ
と
だ
。

し
か
し
限
度
額
引
き
上

げ
は

年
度
４
万
円
、

26

27

年
度
４
万
円
に
続
き
３
年

連
続
で
、
市
民
の
重
税
感

は
耐
え
が
た
い
水
準
に
あ

る
。

厚
労
省
は
限
度
額
到
達

所
得
は
単
身
世
帯
で
約
８

２
０
万
円
に
な
る
と
い
う

が
、
本
市
で
は
所
得
水
準

が
低
く
医
療
分
で
６
１
５

万
円
で
限
度
額
に
到
達

し
、
大
都
市
と
同
じ
賦
課

限
度
額
を
設
定
す
る
理
由

は
な
い
。

国
保
税
に
な
ぜ
課
税
限

度
額
が
設
け
ら
れ
た
か
と

言
え
ば
、
借
金
返
済
等
の

た
め
資
産
を
売
却
し
一
時

的
に
所
得
が
増
え
て
国
保

税
が
青
天
井
に
跳
ね
上
が

る
と
い
う
事
態
を
防
ぐ
こ

と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。国

保
税
の
課
税
限
度
額

に
つ
い
て
は
、
法
定
の
額

の
範
囲
内
で
市
町
村
が
独

自
に
設
定
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
、

医
療
を
守
る
立
場
に
立

ち
、
負
担
の
軽
減
を
図
る

べ
き
だ
」と
訴
え
ま
し
た
。

国
保
税
課
税
限
度
額
引

き
上
げ
に
反
対
し
た
の

は
、
日
本
共
産
党
市
議
団

だ
け
で
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

桜
花
と
青
葉
の
下
で「
平
和
と
暮
ら
し
」

▽
政
府
へ
の
県
の
要
望
事
項
検
討
会
。

▽

（
日
）
鶴
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
。

24
▽
熊
本
大
震
災
支
援
募
金
を
街
頭
か
ら

呼
び
か
け
。

▽

（
月
）
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
。

25
学
童
保
育
利
用
料
軽
減
制
度
の
拡
充
の

提
言
と
、
介
護
保
険
制
度
改
悪
へ
の
来

年
度
の
対
応
を
質
問
。

▽

（
火
）
産
業
振
興
対
策
特
別
委
員

26
会
。
産
直
運
動
へ
の
支
援
策
を
質
問
。

▽
今
月
１
（
日
）
メ
ー
デ
ー
鶴
岡
田
川

地
区
集
会
で
挨
拶
。
雨
天
の
た
め
屋
内

集
会
。
屋
内
は
初
体
験
。

▽
３
（
火
）
憲
法
記
念
日
街
頭
宣
伝
。

（
県
議

関

徹
）

訳
あ
っ
て
記
事
掲
載
が
２
回
空
い
た

た
め
、
こ
の
間
の
出
来
事
を
ご
報
告
。

▽
先
月
、
第
三
中
学
校
、
鶴
岡
工
業
、

中
央
高
校
、
高
等
養
護
学
校
の
入
学
式

に
参
列
。
希
望
溢
れ
る
式
典
に
感
激
。

▽
９
（
土
）
、
地
区
後
援
会
総
会
で
挨

拶
。
市
民
と
野
党
の
統
一
の
前
進
で
、

明
る
く
決
意
と
期
待
み
な
ぎ
る
。

▽

（
木
）
、
県
社
会
保
障
推
進
協
議

14
会
の
要
請
行
動
に
同
席
。
命
と
暮
ら
し

を
守
る
県
の
対
策
提
起
さ
れ
る
。

▽

（
火
）
戦
争
法
廃
止
・
安
倍
政
権

19
打
倒
を
訴
え
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

▽

（
金
）
県
戦
没
者
墓
地
千
歳
山
霊

22
園
拝
礼
式
。
初
め
て
入
園
し
粛
然
。

○ 国保税の軽減判定所得の見直し

① ２割軽減

（現行）基準額 33万円＋47万円×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋48万円×被保険者数

② ５割軽減

（現行）基準額 33万円＋26万円 ×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋26.5万円 × 被保険者数

40

50

60

70

80

90

100
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国保税課税限度額の推移万円

年度（平成）

お
詫
び
と
訂
正

本
紙
４
月

日
付

24

（
前
々
号
、
３
月
議
会

特
集
）
の
紙
面
で
、「
読

書
の
ま
ち
宣
言
を
求
め

る
請
願
」
の
賛
否
に
つ

い
て
、
佐
藤
峯
男
議
員

は
「
反
対
」
と
記
載
し

ま
し
た
が
、
「
賛
成
」

の
誤
り
で
し
た
。

ま
た
、
前
号
で
訂
正

す
べ
き
と
こ
ろ
、
今
号

に
ず
れ
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
致
し
ま
す
。



参
議
院
選
挙
で
、
山
形

選
挙
区
野
党
統
一
候
補
の

「
舟
山
や
す
え
」
さ
ん
の

勝
利
と
、「
日
本
共
産
党
」

の
躍
進
を
目
指
し
て
演
説

会
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
越
し
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

６
月
３
日
（
金
）

時
か
ら

時

分

19

20

30

会
場

鶴
岡
市
勤
労
者
会

館
大
ホ
ー
ル

弁
士

高
橋
ち
づ
子

衆
院
議
員

石
山
ひ
ろ
ゆ
き

党
県
青

年
学
生
対
策
委
員

あ
い
さ
つ

舟
山
や
す
え

前
参
院
議

員
（
要
請
中
）

主
催

日
本
共
産
党
鶴
岡

地
区
委
員
会
（
連
絡
先

電
話
２
２
―
３
３
１
３
）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

国
は
引
き
上
げ
方
針
、

限
度
額
１
０
０
万
円
も

厚
労
省
で
は
、
被
用
者

保
険
は
最
高
等
級
の
標
準

報
酬
該
当
被
保
険
者
割
合

が

年
度
か
ら
０
・
５
～

28
１
・
５
％
に
な
り
、
国
保

の
限
度
額
超
過
世
帯
の
割

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
4月28日入札分

・市公共下水道事業 汚水NC31～35号路面復旧工事（馬町地内ほ
か）
鶴岡建設(株) 21,700,000円(22,404,000円）工期～7/22（落札率96.9％）
・市公共下水道事業 汚水OC337～H062号路面復旧工事（大山地
内ほか）
鶴岡建設(株) 20,500,000円(21,173,000円）工期～7/15（落札率96.8％）
・市公共下水道事業 汚水19I144～150号路面復旧工事(谷定地
内）
(株)佐藤工務 17,700,000円(18,240,000円）工期～7/4（落札率97.0％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
4月28日入札分

・温福漁港船揚場改良工事(温海地内）
中止

建築課入札結果（ ）内は予定価格
4月28日入札分

・丸岡城跡史跡公園整備事業外構工事
(株)田川 4,500,000円（4,670,000円）工期～6/30（落札率96.4％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
4月28日入札分

・(仮称)市道柳沢1号線測量設計業務（西荒屋地内）
(有)鶴岡測量 3,980,000円（4,199,000円）期間～12/20（落札率94.8％）
・市道泡滝大鳥線スゲ渕沢排水路整備工事(大鳥地内）
ナンバ建設(株) 4,900,000円(5,209,000円）工期～7/29（落札率94.1％）

「
戦
争
法
廃
止
と
改
憲
阻
止
」
を
特
別
決
議

第

回
メ
ー
デ
ー
鶴
岡
田
川
地
区
集
会

87

雨
の
た
め
朝
暘
武
道
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

「
働
く
も
の
の
団
結
で

生
活
と
権
利
を
守
り
、
平

和
と
民
主
主
義
、
中
立
の

日
本
を
め
ざ
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
労
働
組
合

な
ど
各
団
体
か
ら
約
５
０

０
人
が
参
加
し
、
日
本
共

産
党
の
県
議
・
市
議
団
も

出
席
し
ま
し
た
。

「
戦
争
法
の
廃
止
と
明

文
改
憲
阻
止
を
求
め
る
特

別
決
議
」
と
メ
ー
デ
ー
宣

言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

合
も
現
在
の
２
・

％
か

38

ら
１
・
５
％
に
近
づ
く
よ

う
今
後
も
引
き
上
げ
る
方

針
と
の
こ
と
で
す(

鶴
岡

市
は
引
き
上
げ
後
、
医
療

分
で
３
７
０
世
帯
１
・
99

％
の
割
合
）。

そ
う
な
れ
ば
毎
年
連
続

し
て
増
税
が
迫
ら
れ
、
早

晩
、
限
度
額
が
１
０
０
万

円
に
も
な
り
ま
す
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま

っ
た
参
加
者
↓

↑
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
提
案
を
行
う
各
団

体
の
代
表
者

守
れ
憲
法
、
守
れ
民
主
主
義

参
議
院
選
挙
で
変
え
よ
う

６
月
２
日
（
木
）

時

分
か
ら
市
民
集
会

18

30

市
内

団
体
で
構
成
す

19

る
「
戦
争
法
・
秘
密
保
護

法
廃
止
、
憲
法
改
悪
を
許

さ
な
い
市
民
集
会
実
行
委

員
会
」
で
は
６
月
２
日
、

夕
方
か
ら
集
会
と
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
守
れ
憲
法
、
守
れ
民
主

主
義
、
参
議
院
選
挙
で
変

え
よ
う
」
で
す
。

７
月
に
行
わ
れ
る
参
議

院
選
挙
の
山
形
選
挙
区
で

野
党
統
一
候
補
と
な
っ
た

舟
山
や
す
え
さ
ん
も
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
す
。

多
数
の
参
加
で
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

日
時

６
月
２
日
（
木
）

時

分
か
ら

時

分

18

30

19

30

場
所

鶴
岡
公
園
や
す
ら

ぎ
広
場

第

回
メ
ー
デ
ー
鶴
岡

87

田
川
地
区
集
会
が
１
日
、

場
所

鶴
岡
市
役
所
前
、
八
文
字

屋
前
、
パ
ル
前

近
く
の
会
場
に
ゼ
ッ
ケ

ン
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
持

っ
て
参
加
下
さ
い
。

戦
争
法
廃
止
に
向
け
て

次
の
通
り
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

日
時

５
月

日
（
木
）
、
６
月

19
日
（
日
）

19
時

分
か
ら

時

分

17

30

18

30

安
倍
政
権

！

力
あ
わ
せ
、
未
来
ひ
ら
く

No

６
月
３
日
（
金
）午
後
７
時
か
ら
勤
労
者
会
館
で


